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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　室内の埃を検出するための埃検出手段と、
　室内の臭いを検出する臭検出手段と、
　室内の温度と湿度とを検出する温湿度検出手段と、
　前記埃検出手段と、前記臭検出手段と、前記温湿度検出手段とによる検出結果に基づい
て、室内の空気を浄化する手段の運転モードを切換える制御をするための制御手段とを備
え、
　前記制御手段は、前記埃検出手段および前記臭検出手段による検出結果に基づき室内が
汚れていないと判断され、かつ、前記温湿度検出手段により検出された室内の温湿度の状
態が第１の状態以外かつ第２の状態以外の第３の状態である場合には、運転モードを負イ
オンのみを放出する第１のモードに設定し、
　前記第１の状態は、第１温度以上かつ第１湿度以上である状態を表わし、前記第２の状
態は前記第１温度よりも低い第２温度以下であり、かつ、前記第１湿度より低い第２湿度
以下である状態を表わし、前記第３の状態は、前記第２温度より高く、前記第１温度未満
であり、かつ、前記第２湿度より高く、前記第１湿度未満である状態を表わし、
　前記制御手段は、室内の温湿度の状態が、前記第３の状態から前記第１の状態または前
記第２の状態に変化したことを検出した場合に、前記第１のモードから、前記第１のモー
ドよりも浄化能力が大きい、正負イオンを同等量放出する第２のモードに運転モードを切
換える、空気調節装置。
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【請求項２】
　前記制御手段は、室内の温湿度の状態が前記第３の状態のままで、前記埃検出手段およ
び前記臭検出手段による検出結果に基づき室内が汚れていると判断されたときには、前記
第１のモードから、前記第２のモードよりも浄化能力が小さい、前記正負イオンを同等量
放出する第３のモードに運転モードを切換える、請求項１に記載の空気調節装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、室内の温湿度の状態が前記第１の状態または前記第２の状態である場
合には、前記埃検出手段および前記臭検出手段により検出された値に関わらず、運転モー
ドを前記第２のモードに設定する、請求項１または２に記載の空気調節装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、空気調節装置に関し、特に、室内の空気を浄化する空気調節装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　実開平２－９５５２４号公報には、処理すべき空気をポンプ等により加圧し噴霧する水
と接触させて浄化した後この多湿空気を除滴サイクロンによって除滴する水噴霧気液接触
方式の空気清浄装置において、処理すべき空気の清浄後の温度並に湿度を設定する温度設
定スイッチおよび湿度設定スイッチと、除滴サイクロンの空気吐出管に処理後の空気の温
度を調節する温度調節器を備え、又貯水タンクにタンク内貯水の温度を調節する水温調節
器を付設し、上記空気吐出管の空気吐出部に処理した空気の温度と湿度を検出する温度セ
ンサと湿度センサと貯水タンクの貯水温度を検知する水温センサを設け、上記温度設定ス
イッチ・湿度設定スイッチ１４・温度センサ・湿度センサ１８並に水温センサからの信号
を受けて演算・処理し温度調節器及び水温調節器に指令して処理後の空気温度並に湿度を
設定温度・湿度の範囲内に制御する事を特徴とする空気清浄装置が記載されている。
【０００３】
　一般的に、カビは高温かつ高湿度の環境で発生することが知られており、また、ウイル
スでもインフルエンザウイルスは低温かつ低湿度での生存率が高いことが知られている。
　　　
【特許文献１】実開平２－９５５２４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　この発明の目的は、浮遊細菌を効率的に殺菌することが可能な空気調節装置を提供する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上述した目的を達成するためにこの発明のある局面によれば、空気調節装置は、室内の
埃を検出するための埃検出手段と、室内の臭いを検出する臭検出手段と、室内の温度と湿
度とを検出する温湿度検出手段と、埃検出手段と、臭検出手段と、温湿度検出手段とによ
る検出結果に基づいて、室内の空気を浄化する手段の運転モードを切換える制御をするた
めの制御手段とを備える。制御手段は、埃検出手段および臭検出手段による検出結果に基
づき室内が汚れていないと判断され、かつ、温湿度検出手段により検出された室内の温湿
度の状態が第１の状態以外かつ第２の状態以外の第３の状態である場合には、運転モード
を負イオンのみを放出する第１のモードに設定する。第１の状態は、第１温度以上かつ第
１湿度以上である状態を表わす。第２の状態は第１温度よりも低い第２温度以下であり、
かつ、第１湿度より低い第２湿度以下である状態を表わす。第３の状態は、第２温度より
高く、第１温度未満であり、かつ、第２湿度より高く、第１湿度未満である状態を表わす
。制御手段は、室内の温湿度の状態が、第３の状態から第１の状態または第２の状態に変
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化したことを検出した場合に、第１のモードから、第１のモードよりも浄化能力が大きい
、正負イオンを同等量放出する第２のモードに運転モードを切換える。
【０００８】
　好ましくは、制御手段は、室内の温湿度の状態が第３の状態のままで、埃検出手段およ
び臭検出手段による検出結果に基づき室内が汚れていると判断されたときには、第１のモ
ードから、第２のモードよりも浄化能力が小さい、正負イオンを同等量放出する第３のモ
ードに運転モードを切換える。
【０００９】
　好ましくは、制御手段は、室内の温湿度の状態が第１の状態または第２の状態である場
合には、埃検出手段および臭検出手段により検出された値に関わらず、運転モードを第２
のモードに設定する。
【００１０】
　この発明に従えば、室内の汚れが低減されるので、浮遊細菌の繁殖しにくい環境を作り
出すことができる。このため、浮遊細菌を効率的に殺菌することが可能な空気調節装置を
提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。以下の説明では、同一の
部品には同一の符号を付してある。それらの名称および機能も同じである。したがってそ
れらについての詳細な説明は繰返さない。
【００１２】
　[第１の実施の形態]
　まず、第１の実施の形態における空気調節装置について説明する。図１は、第１の発明
の実施の形態の１つにおける空気調節装置の外観を示す図である。図１（Ａ）は正面図で
あり、図１（Ｂ）は平面図である。図１を参照して、空気調節装置１００は、本体１１０
の前面に前面パネル１０１を有する。前面パネル１０１は、空気を取入れるために本体１
１０の前方に所定の間隔を設けて取付けられている。また、前面パネル１０１は、その中
央部分に外部から本体１１０の内部に空気を取入れるための開口部を有する。
【００１３】
　前面パネル１０１の開口部後方には、中央パネル１０２が本体１１０に取りつけられて
いる。このため、前面パネル１０１および中央パネル１０２により視界が遮られるため、
前方から本体内部を視認することはできない。前面パネル１０１の上方には、表示部１０
３が設けられている。なお、この表示部１０３の一部は、中央パネル１０２の上方部分も
含む。
【００１４】
　本体１１０の上面には上面パネル１０４が設けられる。上面パネル１０４は、電源スイ
ッチ１０６を有する。また、上面パネル１０４は、その中央部分に清浄した空気を排出す
るための排出口１０５を有する。
【００１５】
　空気調節装置１００は、前面パネル１０１の後方で、本体１１０の内部に温度センサ１
５１と、湿度センサ１５２と、ホコリセンサ１５３と、ニオイセンサ１５４とを備える。
【００１６】
　図２は、図１のＡ－Ａ線断面図である。なお、図中の矢印は、空気の流れを示す。図２
を参照して、空気調節装置１００は、本体１１０の内部に温度センサ１５１と、湿度セン
サ１５２と、ホコリセンサ１５３と、ニオイセンサ１５４とを備える。前面パネル１０１
は、本体１１０と空気を取入れるための隙間をあけて本体１１０に取りつけられる。この
隙間が空気取入口である。また、前面パネル１０１の中央部分の開口部後方に、中央パネ
ル１０２が本体１１０に取りつけられる。この開口部もまた室内の空気を本体１１０内部
に取入れるための空気取入口である。
【００１７】
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　また、上面パネル１０４の下方で、本体１１０の内部にイオン発生装置１０を備える。
さらに、図示はしないが、空気取入口と排出口１０５との間に空気を清浄するための空気
清浄フィルタと、空気を流動させるためのファンモータおよびファンを備えている。
【００１８】
　空気調節装置１００は、内臓のファンモータを駆動することによりファンを回転させ、
空気の流れを発生させる。この空気の流れは、空気取入口から排出口１０５に向かう方向
である。これにより、空気取入口から本体１１０内部に空気が侵入し、温度センサ１５１
、湿度センサ１５２、ホコリセンサ１５３およびニオイセンサ１５４に運ばれる。さらに
、脱臭フィルタを通過して排出口１０５に向かい、排出口１０５から室内に送り出される
。脱臭フィルタから排出口１０５に向かう間に、イオン発生装置１０が設けられているの
で、イオン発生装置１０近傍を空気が流れる際に、その空気がイオン化される。したがっ
て、排出口１０５から吹出される空気には、イオンが含まれることになる。
【００１９】
　本実施の形態における空気調節装置１００は、温度センサ１５１、湿度センサ１５２、
ホコリセンサ１５３、ニオイセンサ１５４が空気取入口の近傍に配置されるため、室内の
温度および湿度、ホコリの量およびニオイの量とを、正確に検出することができる。
【００２０】
　なお、温度センサ１５１、湿度センサ１５２、ホコリセンサ１５３およびニオイセンサ
１５４の取付け位置は、これに限定されることなく、空気調節装置１００で空気を取入れ
る口付近に設置されるのであれば、その位置は限定されない。
【００２１】
　図３は、第１の実施の形態における空気調節装置の表示部を示す図である。図３を参照
して、表示部１０３は、空気調節装置１００を遠隔操作するためのリモートコントローラ
からの赤外線を受光するための受光部１１１と、空気調節装置１００が備える脱臭フィル
タの洗浄が必要な時期をユーザに報知するための脱臭フィルタ洗浄ランプ１１２と、空気
調節装置１００の運転モードが予測浄化モードにあるか否かを示すための予測浄化中ラン
プ１１３と、室内の空気の汚れ度を示すクリーンサインランプ１１４と、イオン発生装置
１０の駆動モードを示すクラスタイオンランプ１１５と、空気調節装置１００の運転モー
ドを示すための自動ランプ１１６、お急ぎランプ１１７および花粉ランプ１１８と、運転
モードが手動モードにある場合のファンモータの駆動状態を示す３つの手動状態ランプ１
１９と、切タイマの設定時間を示す切タイマ時間ランプ１２０とを含む。
【００２２】
　脱臭フィルタ洗浄ランプ１１２は、空気調節装置１００の稼働時間の積算値が、予め定
められた脱臭フィルタ洗浄時間を超えているときに点灯し、そうでないときは消灯する。
これにより、空気調節装置１００が備える脱臭フィルタを洗浄するタイミングを、ユーザ
に知らせることができる。
【００２３】
　空気調節装置１００の運転モードには、自動モード、お急ぎモード、花粉モード、手動
モードがある。自動運転モードとは、ホコリセンサ１５３およびニオイセンサ１５４の出
力により定まる汚れ度に応じてファンモータの風量およびイオン発生装置１０のイオン発
生量を自動的に制御する運転モードである。空気調節装置１００がこの自動運転モードに
ある場合には、自動ランプ１１６が点灯する。お急ぎモードとは、ファンモータおよびイ
オン発生装置１０が最大の出力で駆動されるモードをいう。空気調節装置１００がお急ぎ
モードにあるときは、お急ぎランプ１１７が点灯する。花粉モードとは、ファンモータお
よびイオン発生装置が花粉を除去するのに適した出力で駆動されるモードである。花粉を
除去するのに適したファンモータおよびイオン発生装置１０の出力は、予め定められて記
憶されている。空気調節装置１００がこの花粉モードにある場合には、花粉ランプ１１８
が点灯する。手動モードは、ファンモータおよびイオン発生装置１０がユーザにより指定
された出力で駆動されるモードをいう。空気調節装置１００が、手動モードにある場合に
は、ファンモータの駆動状態は、ユーザにより指定された出力に応じて静音、標準、急速
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の３つの手動状態ランプ１１９のいずれかが点灯する。イオン発生装置１０については、
ユーザにより指定された出力に応じてクラスタイオンランプ１１５が後述する色で点灯す
る。
【００２４】
　切タイマ時間ランプ１２０は、ユーザにより指定されたタイマの時間を表示するための
ランプであり、３つの切タイマ時間ランプ１２０のいずれかが点灯する。
【００２５】
　クリーンサインランプ１１４は、室内の空気の汚れ度を示す。汚れ度は、本実施の形態
においては３レベル設定されており、ホコリセンサ１５３およびニオイセンサ１５４の出
力により定まる。クリーンサインランプ１１４は、この汚れ度に応じてそれぞれ緑、橙、
赤の３色を表示する。クリーンサインランプ１１４は、最も汚れていない汚れ度「０」に
対して緑色で点灯し、中程度の汚れを示す汚れ度「１」に対して橙で点灯し、最も汚れが
ひどい汚れ度「２」に対して赤色で点灯する。
【００２６】
　クラスタイオンランプ１１５は、イオン発生装置１０の駆動モードを示すためのランプ
である。イオン発生装置１０の駆動モードには、イオンコントロールモードと、クリーン
モードとがある。イオンコントロールモードとは、イオン発生装置１０から負イオンを正
イオンよりも多く発生させるモード、または、負イオンのみを発生させるモードをいう。
クリーンモードとは、イオン発生装置１０からほぼ同程度の量の正負イオンを発生させる
モードをいう。クラスタイオンランプ１１５は、イオン発生装置１０がイオンコントロー
ルモードにあるときは緑色で点灯し、クリーンモードにあるときは青色で点灯する。イオ
ン発生装置１０が駆動していない場合には、クラスタイオンランプ１１５は消灯する。
【００２７】
　また、空気調節装置１００の運転モードには予測浄化モードがある。予測浄化モードは
、室内の温度と湿度が所定の状態にあるときの運転モードをいう。所定の状態とは、温度
が２５℃以上でかつ湿度が７０％以上の第１の状態、または、温度が１８℃以下でかつ湿
度が４０％以下の第２の状態をいう。予測浄化中ランプ１１３は、空気調節装置１００が
予測浄化モードにあるか否か、換言すれば、室内の空気の状態が所定の状態にあるか否か
を表示するためのランプである。予測浄化中ランプ１１３は、空気調節装置１００が予測
浄化モードにあるときは点灯し、そうでないときは消灯する。
【００２８】
　空気調節装置１００が、予測浄化モードにあるときは、イオン発生装置１０は、クリー
ンモードで駆動されるが、予測浄化モードにないときと比較して正負イオンの発生量が多
くなる。予測浄化モードにないときは、通常状態である。すなわち、イオン発生装置１０
は、予測浄化モードにあるときは、通常状態よりも多くの量のイオンを発生するように駆
動制御される。これについては、後で詳しく説明する。
【００２９】
　図４は、第１の実施の形態における空気調節装置１００の運転モードと表示部１０３の
表示内容との関係を示す図である。図４を参照して、予測浄化中ランプが消灯している場
合には、クリーンサインランプ１１４は、汚れ度に応じて、緑色、橙色、赤色のいずれか
の表示となる。空気調節装置１００の電源スイッチ１０６がオンにされてから、ホコリセ
ンサ１５３およびニオイセンサ１５４の出力が安定するまでに所定の時間を要する。この
電源が投入されてからホコリセンサ１５３およびニオイセンサ１５４の出力が安定するま
での間は、汚れ度が定まらない。したがって、この間は、クリーンサインランプ１１４は
、緑色、橙色、赤色それぞれの色で１秒間順に点灯する。したがって、ユーザは、このク
リーンサインランプ１１４が、色を変えて点灯していることを見れば、未だ汚れ度が検出
されていないことを知ることができる。
【００３０】
　汚れ度が「０」の場合には、イオン発生装置１０はイオンコントロールモードで駆動さ
れるる。したがってこの場合には、クラスタイオンランプ１１５は、緑色に点灯する。ま
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た、汚れ度が「１」または「２」の場合には、イオン発生装置１０はクリーンモードで駆
動される。この場合には、クラスタイオンランプ１１５は青色で点灯する。また、汚れ度
が算出されるまでの所定の時間においては、イオン発生装置はクリーンモードで駆動され
、その間クラスタイオンランプ１１５は青色で点灯する。
【００３１】
　予測浄化中ランプ１１３が点灯している場合には、クリーンサインランプ１１４は、予
測浄化中ランプ１１３が消灯している場合と同様に、汚れ度に応じて点灯する。一方、イ
オン発生装置１０は予測浄化モードにある場合には、クリーンモードで駆動される。また
、このクリーンモードにおいては、イオン発生装置が発生する正負イオンは、予測浄化モ
ードにない場合に発生する正負イオンよりも多くの量の正負イオンを発生するように駆動
される。この場合であっても、クラスタイオンランプ１１５は青色で点灯する。したがっ
て、クラスタイオンランプ１１５が青色で点灯し、かつ、予測浄化中ランプ１１３が点灯
している場合には、イオン発生装置１０の運転モードはクリーンモードであり、かつその
クリーンモードにおいて、イオン発生装置１０は予測浄化モードにない場合に比較して正
負イオンを多く発生することになる。
【００３２】
　図５は、第１の実施の形態における空気調節装置１００のリモートコントローラ１３０
の平面図である。リモートコントローラ１３０は、空気調節装置１００の電源のオンオフ
を切換えるための電源スイッチ１０６Ａと、脱臭フィルタを洗浄した後に運転積算時間を
リセットするためのフィルタリセットボタン１２９と、空気調節装置１００の運転モード
を自動モードに指定するための自動ボタン１１６Ａと、手動モードに切換えファンモータ
の風量を指定するための風量ボタン１１９Ａと、花粉モードに設定するための花粉ボタン
１１８Ａと、切タイマ時間を設定するための切タイマボタン１２２Ａと、毎日モードに設
定するための毎日モードボタン１２１と、お休み自動モードに設定するためのお休み自動
ボタン１２２と、お急ぎモードに設定するためのお急ぎボタン１２３と、表示部１０３の
表示のオンオフを切換えるための表示切換スイッチ１２４と、イオン発生装置１０の駆動
モードを手動で設定するための設定ボタン１２５～１２８とを備える。
【００３３】
　リモートコントローラ１３０は、押下されたスイッチに応じた赤外光の信号を出力する
。空気調節装置１００でその赤外光の信号が受光部１１１で受光されると、受光した赤外
光の信号に応じて駆動する。
【００３４】
　なお、第１の実施の形態においては、赤外光を利用したリモートコントローラ１３０を
例に説明するが、リモートコントローラ１３０と空気調節装置１００との間の通信は、赤
外光を用いるものに限られず、たとえば、電磁波、音波などを用いることができ、無線に
より通信を行なうことができるものであれば、赤外光に限られるものではない。
【００３５】
　自動ボタン１１６Ａが押下されると、空気調節装置１００は、運転モードを自動モード
に設定して駆動する。風量ボタン１１９Ａが押下されると、空気調節装置１００は、風量
ボタン１１９Ａが押下される毎にファンモータの回転数を、静音、標準、急速の順に風量
を変更する。花粉ボタン１１８Ａが押下されると、空気調節装置１００は、運転モードを
花粉モードに設定して運転する。切タイマボタン１２２Ａが押下されるごとに、切タイマ
時間が１、４、８時間の順に切タイマ時間が設定される。
【００３６】
　毎日モードボタン１２１が押下されると、空気調節装置１００は、運転モードを毎日モ
ードにして運転する。お休み自動ボタン１２２が押下されると、空気調節装置１００は、
ファンモータの回転数を静音モードにして回転する。
【００３７】
　お急ぎボタン１２３が押下されると、空気調節装置１００は、運転モードをお急ぎモー
ドにして運転する。
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【００３８】
　設定ボタン１２５～１２８のいずれかが押下されると、イオン発生装置１０の駆動モー
ドが切換えられる。設定ボタン１２６が押下されると、イオン発生装置１０に印加される
電圧が停止され、イオン発生装置１０の駆動が停止される。空気調節装置１００では、ク
ラスタイオンランプ１１５を消灯する。設定ボタン１２５が押下されると、イオン発生装
置１０がクリーンモードで駆動される。空気調節装置１００では、クラスタイオンランプ
１１５を青色に点灯する。
【００３９】
　設定ボタン１２７が押下されると、空気調節装置１００では、イオン発生装置１０をイ
オンコントロールモードで駆動し、クラスタイオンランプ１１５を緑色で点灯する。
【００４０】
　設定ボタン１２８が押下されると、空気調節装置１００は、イオン発生装置１０を自動
モードで駆動する。この自動モードは、温度センサ１５１、湿度センサ１５２、ホコリセ
ンサ１５３およびニオイセンサ１５４の出力に基づき定められる。この自動モードにおけ
るイオン発生装置１０の駆動状態の制御については後で詳しく説明する。
【００４１】
　図６は、第１の実施の形態における空気調節装置１００の回路ブロック図である。図６
を参照して、イオン発生装置１０は、イオン発生装置１０の全体を制御するための制御部
１５０と、制御部１５０にそれぞれ接続され、温度を検出するための温度センサ１５１と
、湿度を検出するための湿度センサ１５２と、埃を検出するためのホコリセンサ１５３と
、臭いを検出するためのニオイセンサ１５４と、温度を設定するための温度設定手段１５
５と、湿度を設定するための湿度設定手段１５６と、イオン発生装置１０に電圧を印加す
るための電圧駆動回路２０とを含む。また、イオン発生装置１０は、電圧駆動回路２０に
接続されている。
【００４２】
　上述したように、空気調節装置１００は、運転モードに予測浄化モードがあった。この
予測浄化モードは、室内の温度と湿度が所定の状態にあるときに設定される運転モードで
あった。温度設定手段１５５および湿度設定手段１５６は、この所定の状態を判断するた
めのしきい値を設定するための手段である。この温度設定手段１５５および湿度設定手段
１５６は、本体１１０の内部に設けられたボタンスイッチ、あるいはスライドスイッチで
あり、温度と湿度とを設定するものである。また、リモートコントローラ１３０に温度設
定手段１５５および湿度設定手段１５６を設けるようにし、設定された温度と湿度とをリ
モートコントローラ１３０から空気調節装置１００に送信するようにしてもよい。
【００４３】
　図７は、第１の実施の形態におけるイオン発生装置の概略構成を示す図である。図７（
Ａ）は、イオン発生装置１０の概略の構成を示す平面図であり、図７（Ｂ）は、イオン発
生装置１０の側面図である。イオン発生装置１０は、誘電体１１と、放電電極１２ａと、
誘導電極１２ｂと、コーティング層１３とを備える。放電電極１２ａと誘導電極１２ｂと
に電圧が印加されると、放電電極１２ａと誘導電極１２ｂとの間で生じる放電により、正
負両イオンまたは負イオンを発生させる。
【００４４】
　誘電体１１は、上部誘電体１１ａと下部誘電体１１ｂとを張り合わせた平板状で構成さ
れている。放電電極１２ａは、上部誘電体１１ａの表面に上部誘電体１１ａと一体的に形
成されている。誘導電極１２ｂは、上部誘電体１１ａと下部誘電体１１ｂとの間に形成さ
れ、放電電極１２ａと対向して配置される。放電電極１２ａと誘導電極１２ｂとの間の絶
縁抵抗は、均一であることが望ましく、放電電極１２ａと誘導電極１２ｂとは平行である
ことが望ましい。
【００４５】
　イオン発生装置１０において、放電電極１２ａと誘導電極１２ｂとを上部誘電体１１ａ
の表裏面に対向して配置することにより、放電電極１２ａと誘導電極１２ｂとの間の距離
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を一定とすることができる。このため、放電電極１２ａと誘導電極１２ｂとの間の放電状
態が安定し、正負両イオンまたは負イオンを好適に発生することが可能となる。
【００４６】
　放電電極接点１２ｅは、放電電極１２ａと同一形成面に設けられた接続端子１２ｃを介
して、放電電極１２ａと導通する接点である。導通可能なリード線の一端を放電電極接点
１２ｅに接続し、他端を電圧印加回路２０と接続することにより、放電電極１２ａと電圧
印加回路２０とを導通させることができる。誘導電極接点１２ｆは、誘導電極１２ｂと同
一形成面に設けられた接続端子１２ｄを介して、誘導電極１２ｂと導通する接点である。
銅線からなるリード線の一端を誘導電極接点１２ｆに接続し、他端を電圧印加回路２０と
接続することにより、誘導電極１２ｂと電圧印加回路２０とを導通させることができる。
【００４７】
　図８は、第１の実施の形態における電圧印加回路２０の回路図である。図８を参照して
、電圧印加回路２０は、交流電源２０１と、スイッチングトランス２０２と、切換リレー
２０３と、抵抗２０４と、ダイオード２０５ａ～２０５ｄと、コンデンサ２０６と、サイ
ダック（登録商標）２０７とを含む。サイダック（登録商標）２０７は、シリコン制御整
流素子ＳＣＲ（Silicon Control Rectifier）の一種であり、新電元工業株式会社の製品
である。
【００４８】
　交流電源２０１の一端は、ダイオード２０５ａのアノードとダイオード２０５ｃのカソ
ードに各々接続されており、他端は切換リレー２０３の共通端子２０３ａに接続されてい
る。ダイオード２０５ａのカソードは、抵抗２０４の一端とダイオード２０５ｄのカソー
ドに各々接続されている。抵抗２０４の他端は、トランス２０２の１次コイルＬ１の一端
とコンデンサ２０６の一端にそれぞれ接続されている。１次コイルＬ１の他端は、サイダ
ック（登録商標）２０７のアノードに接続されている。コンデンサ２０６の他端とサイダ
ック（登録商標）２０７のカソードは互いに接続されており、その接続ノードは、切換リ
レー２０３の一選択端子２０３ｂと、ダイオード２０５ｂ、２０５ｃの各アノードとにそ
れぞれ接続されている。ダイオード２０５ｂのカソードとダイオード２０５ｄのアノード
は互いに接続されており、その接続ノードは切換リレー２０３の他選択端子２０３ｃに接
続されている。トランス２０２の２次コイルＬ２の一端は、イオン発生装置１０の放電電
極接点１２ｅに接続されている。２次コイルＬ２の他端は、リレー２０８の共通端子２０
８ａに接続されている。リレー２０８の一方の選択端子２０３ｃはダイオード２０９のア
ノードに接続されており、ダイオード２０９のカソードは誘電電極接点１２ｆに接続され
ている。イオン発生装置１０の誘電電極接点１２ｆは、リレー２０８の他方の選択端子２
０８ｂと、ダイオード２０９のアノードとに接続されている。
【００４９】
　このように構成してなる電圧印加回路２０は、空気調節装置１００が予測浄化モードで
なく、かつ、イオン発生装置１０の駆動モードがクリーンモードにあるとき、切換リレー
２０３は選択端子２０３ｂが選択され、切換リレー２０８は選択端子２０８ｂが選択され
る。
【００５０】
　このとき、交流電源２０１の出力電圧は、ダイオード２０５ａで半波整流された後、抵
抗２０４で電圧降下され、コンデンサ２０６に印加される。コンデンサ２０６の充電が進
んで両端電圧が所定しきい値に達すると、サイダック（登録商標）２０７がオン状態とな
り、コンデンサ２０６の充電電圧が放電される。したがって、トランス２０２の１次コイ
ルＬ１に電流が流れて２次コイルＬ２にエネルギが伝達され、イオン発生装置１０にパル
ス電圧が印加される。その直後、サイダック（登録商標）２０７はオフ状態となり、再び
コンデンサ２０６の充電が開始される。
【００５１】
　上記の充放電を繰返すことによって、イオン発生装置１０の放電電極１２ａと誘導電極
１２ｂとの間には、図９（Ａ）の交流インパルス電圧（たとえばｐｐ（Peak-to-Peak）値
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：３．５［ｋＶ］、放電回数：１２０［回／秒］）が印加される。このとき、イオン発生
装置１０の近傍ではコロナ放電が生じて周辺の空気がイオン化され、正電圧印加時はプラ
スイオンであるＨ+（Ｈ2Ｏ）mが発生し、負電圧印加時はマイナスイオンであるＯ2

-（Ｈ2

Ｏ）n（ｍ、ｎは０または任意の自然数）が発生する。より具体的に説明すると、イオン
発生装置１０の放電電極１２ａと誘導電極１２ｂとの間に交流電圧を印加することにより
、空気中の酸素ないしは水分が電離によりエネルギを受けてイオン化し、Ｈ+（Ｈ2Ｏ）m

（ｍは０または任意の自然数）とＯ2
-（Ｈ2Ｏ）n（ｎは０または任意の自然数）を主体と

したイオンを生成する。これらＨ+（Ｈ2Ｏ）mおよびＯ2
-（Ｈ2Ｏ）nは、ファン等により

空間に放出され、浮遊細菌の表面に付着し、化学反応して活性種であるＨ2Ｏ2または・Ｏ
Ｈを生成する。Ｈ2Ｏ2または・ＯＨは、極めて強力な活性を示すため、これらにより、空
気中の浮遊細菌を取り囲んで不活化することができる。ここで、・ＯＨは活性種の一種で
あり、ラジカルのＯＨを示している。
【００５２】
　正負のイオンは浮遊最近の細胞表面で式（１）～式（３）に示すように化学反応して、
活性種である過酸化水素（Ｈ2Ｏ2）または水酸基ラジカル（・ＯＨ）を生成する。ここで
、式（１）～式（３）において、ｍ、ｍ′、ｎ、ｎ′は０または任意の自然数である。
【００５３】
　これにより、活性種の分解作用によって浮遊細菌が破棄される。したがって、効率的に
空気中の浮遊細菌を不活化、除去することができる。
【００５４】
　Ｈ3Ｏ

+（Ｈ2Ｏ）m＋Ｏ2
-（Ｈ2Ｏ）n→・ＯＨ＋１／２Ｏ2＋（ｍ＋ｎ＋１）Ｈ2Ｏ　・・

・（１）
　Ｈ3Ｏ

+（Ｈ2Ｏ）m＋Ｈ3Ｏ
+（Ｈ2Ｏ）m'＋Ｏ2

-（Ｈ2Ｏ）n＋Ｏ2
-（Ｈ2Ｏ）n'→２・ＯＨ

＋Ｏ2＋（ｍ＋ｍ´＋ｎ＋ｎ´＋２）Ｈ2Ｏ　・・・（２）
　Ｈ3Ｏ

+（Ｈ2Ｏ）m＋Ｈ3Ｏ
+（Ｈ2Ｏ）m'＋Ｏ2

-（Ｈ2Ｏ）n＋Ｏ2
-（Ｈ2Ｏ）n'→Ｈ2Ｏ2＋

Ｏ2＋（ｍ＋ｍ´＋ｎ＋ｎ´＋２）Ｈ2Ｏ　・・・（３）
　以上のメカニズムにより、上記正負イオンの放出により、浮遊細菌等の不活化効果を得
ることができる。
【００５５】
　また、上記式（１）～式（３）は、空気中の有害物質表面でも同様の作用を生じさせる
ことができるため、活性種である過酸化水素（Ｈ2Ｏ2）または水酸基ラジカル（・ＯＨ）
が、有害物質を酸化もしくは分解してホルムアルデヒドやアンモニアなどの化学物質を二
酸化炭素、水、窒素などの無害な物質に変換することにより、実質的に無害化することが
可能である。
【００５６】
　したがって、送風ファンを駆動することにより、イオン発生装置１０によって発生させ
た正イオンと負イオンを本体外に送り出すことができる。そして、これらの正イオンと負
イオンの作用により空気中のカビや菌を不活化し、その増殖を抑制することができる。
【００５７】
　その他、正イオンと負イオンには、コクサッキーウイルス、ポリオウイルス、などのウ
イルス類も不活化する働きがあり、これらウイルスの混入による汚染が防止できる。また
正イオンと負イオンには、臭いのもととなる分子を分解する働きがあることも確かめられ
ており、空間の脱臭にも利用できる。
【００５８】
　また、図示しないファンからイオン発生装置１０に向けて風を送り、約２５ｃｍ離れた
ところのイオンカウンタに到着したプラスイオンおよびマイナスイオンの量をそれぞれ計
測した結果、イオンカウンタでは、プラスイオンとマイナスイオンが約３０（万個／ｃｃ
）ずつ計測された。
【００５９】
　一方、空気調節装置１００が予測浄化モードにある場合には、イオン発生装置１０の駆
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動モードは必ずクリーンモードとなる。このとき、切換リレー２０３は選択端子２０３ｃ
が選択され、切換リレー２０８は選択端子２０８ｂが選択される。
【００６０】
　これにより、交流電源２０１の出力電圧は、ダイオード２０５ａ～２０５ｄからなるダ
イオードブリッジで全波整流された後、抵抗２０４で電圧降下され、コンデンサ２０６に
印加される。したがって、イオン発生装置１０の放電電極１２ａと誘導電極１２ｂとの間
には、図９（Ｂ）に示すように、予測浄化モードにない時よりも放電頻度の高い交流イン
パルス電圧（たとえばｐｐ値：３．５［ｋＶ］、放電回数：２４０［回／秒］）が印加さ
れる。
【００６１】
　このとき、前述の条件でイオン量を計測した結果、イオンカウンタでは、プラスイオン
とマイナスイオンが約５０万個／ｃｃずつ計測された。すなわち、予測浄化モードにない
時と比べて約１．７倍のイオン量が計測された。
【００６２】
　なお、切換リレー２０３に代えて、ダイオード２０５ｂのカソードとダイオード２０５
ｄのアノードとの接続ノードを交流電源２０１の他端に接続するとともに、ダイオード２
０５ｃまたはダイオード２０５ｄのアノードまたはカソードに開閉スイッチを直列接続し
、該開閉スイッチを駆動モードに応じて制御する構成としても、上記と同様の動作を実現
することが可能である。
【００６３】
　さらに、イオン発生装置１０がイオンコントロールモードにある場合には、切換リレー
２０３は選択端子２０３ｂが選択され、切換リレー２０８は選択端子２０８ｃが選択され
る。
【００６４】
　これにより、ダイオード２０９により半波整流されることにより、イオン発生装置１０
には、図９（Ａ）に示した電圧印加パルスのうち、負電圧のパルスのみが印加されること
になる。その結果、イオン発生装置１０の近傍ではコロナ放電が生じて周辺の空気がイオ
ン化されるが、負電圧のみが印加されるため、マイナスイオンであるＯ2

-（Ｈ2Ｏ）nが発
生する。
【００６５】
　＜電圧印加回路の第１の変形例＞
　図１０は、電圧印加回路の変形例の回路図を示す図である。図１０を参照して、図８に
示した電圧印加回路２０と異なるところは、交流電源２０１とスイッチングトランス２０
２の１次コイルＬ１との間の回路が異なる。その他の回路は同一であるのでここでは説明
を繰返さない。交流電源２０１の一端は、抵抗２１４の一端と接続されており、抵抗２１
４の他端はダイオード２１５のアノードと接続されている。交流電源２０１の他端は、サ
イダック（登録商標）２０７のカソードと、コンデンサ１０６ａの一端と、スイッチ２１
３の一端に接続されている。ダイオード２１５のカソードは、コンデンサ２０６ａ，２０
６ｂ、および１次コイルＬ１の一端と接続されている。コンデンサ２０６ｂの他端は、ス
イッチ２１３の他端と接続されている。
【００６６】
　このように構成してなる変形された電圧印加回路２０ａは、空気調節装置１００が予測
浄化モードでない場合は、リレー２１３が閉じる。交流電源２０１の出力電圧は、ダイオ
ード２１５で半波整流された後、コンデンサ２０６ａおよび２０６ｂに印加される。コン
デンサ２０６ａおよび２０６ｂの充電が進んで両端電圧が所定しきい値に達すると、サイ
ダック（登録商標）２０７がオン状態となり、コンデンサ２０６ａおよび２０６ｂの充電
電圧が放電される。したがって、トランス２０２の１次コイルＬ１に電流が流れて２次コ
イルＬ２にエネルギが伝達され、イオン発生装置１０にパルス電圧が印加される。その直
後、サイダック（登録商標）２０７はオフ状態となり、再びコンデンサ２０６ａおよび２
０６ｂの充電が開始される。
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【００６７】
　一方、空気調節装置１００が予測浄化モードにある場合は、リレー２１３が開く。交流
電源２０１の出力電圧は、ダイオード２１５で半波整流された後、コンデンサ２０６ａの
みに印加される。コンデンサ２０６ａの充電が進んで両端電圧が所定しきい値に達すると
、サイダック（登録商標）２０７がオン状態となり、コンデンサ２０６ａ充電電圧が放電
される。したがって、トランス２０２の１次コイルＬ１に電流が流れて２次コイルＬ２に
エネルギが伝達され、イオン発生装置１０にパルス電圧が印加される。その直後、サイダ
ック（登録商標）２０７はオフ状態となり、再びコンデンサ２０６ａの充電が開始される
。
【００６８】
　スイッチ２１３が開いている場合には、閉じている場合に比べてサイダック（登録商標
）２０７に印加される電圧が早くしきい値に達する。このため、スイッチ２１３が開いた
場合の方が、閉じた場合に比べて、イオン発生装置１０に印加する電圧パルスの放電頻度
が高くなる。イオン発生装置１０に印加されるパルスの放電頻度が高いほど、発生するイ
オン量が多くなるため、スイッチ２１３を切換えるだけで、イオン発生装置１０から発生
するイオンの量を切換えることができる。
【００６９】
　図１１は、変形された電圧印加回路２０ａから出力される電圧波形を示す図である。図
１１（Ａ）は、スイッチ２１３が閉じた場合における波形を示し、ダイオード２１５で半
波整流された電圧波形と、イオン発生装置１０に印加される電圧パルス波形を示している
。図１１（Ｂ）は、スイッチ２１３が開いた場合における半波整流された電圧波形とイオ
ン発生装置１０に印加される電圧パルスの波形を示している。
【００７０】
　なお、上述した電圧印加回路２０では、スイッチ２０３を切換えることにより、半波整
流と全波整流とを切換えるようにした。変形された電圧印加回路２０ａにおいては、半波
整流のみを用いるものを説明したが、全波整流と半波整流との切換を組合せるようにして
もよい。この場合には、イオン発生装置１０に放電頻度の低い電圧パルスを印加する場合
には、半波整流された電圧とスイッチ２１３を閉じた状態にすればよく、放電頻度の高い
電圧パルスを印加する場合には、全波整流を用いてスイッチ２１３を開いた状態にすれば
よい。
【００７１】
　＜イオン発生装置および電圧印加回路の第２の変形例＞
　図１２は、第１の実施の形態におけるイオン発生装置の変形例を示す図である。図１２
を参照して、変形例におけるイオン発生装置１０Ａは、上述したイオン発生装置１０と異
なるところは、放電電極２１ａと誘導電極２１ｂとからなる第１放電部２１と、放電電極
２２ａと誘導電極２２ｂとを有する第２放電部２２とを有することである。すなわち、変
形されたイオン発生装置１０Ａでは、２つの放電部２１，２２を有する点が異なる。
【００７２】
　変形されたイオン発生装置１０Ａは、下部誘電体１１ｂの表面に誘導電極２１ｂおよび
２２ｂとが形成される。また、上部誘電体１１ａの表面に放電電極２１ａと放電電極２２
ａとが形成される。上部誘電体１１ａの表面は、コーティング層１３で覆われている。ま
た、上部誘電体１１ａは、下部誘電体１１ｂの誘導電極２１ｂ，２２ｂが形成された面に
積層される。また、第１放電部２１の放電電極２１ａと誘導電極２１ｂとは対向する位置
に配置され、第２放電部の放電電極２２ａと誘導電極２２ｂとは対向する位置に配置され
る。
【００７３】
　第１放電部において、放電電極２１ａの接続端子２１ｅは、放電電極接点２１ｅと接続
される。放電電極接点２１ｅは、リード線で電圧印加回路２０Ｂと接続される。また、誘
導電極２１ｂの接続端子２１ｄは、誘導電極接点２１ｆと接続されており、誘導電極接点
２１ｆは電圧印加回路２０Ｂとリード線で接続されている。
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【００７４】
　同様にして、第２放電部２２においては、放電電極２２ａの接続端子２２ｃは、放電電
極接点２２ｅと接続されており、放電電極接点２２ｅは、電圧印加回路２０Ｂとリード線
で接続されている。誘導電極２２ｂの接続端子２２ｄは、誘導電極接点２２ｆと接続され
ており、誘導電極接点２２ｆは電圧印加回路２０Ｂとリード線で接続されている。
【００７５】
　図１３は、変形されたイオン発生装置１０Ａに接続される電圧印加回路２０Ｂの回路図
である。図１３を参照して、電圧印加回路２０Ｂは、交流電源２０１とトランス２２２と
、切換リレー２３３と、抵抗２２４，２２５と、ダイオード２２６～２３０と、コンデン
サ２３１ａ，２３１ｂと、サイダック（登録商標）２３２とを含む。
【００７６】
　交流電源２０１の一端は、抵抗２２４を介して、ダイオード２２６のアノードに接続さ
れている。ダイオード２２６のカソードは、トランス２２２の１次側を構成する第１コイ
ル２２２ａの一端と、ダイオード２２７のアノードと、サイダック（登録商標）２３２の
アノードにそれぞれ接続されている。第１コイル２２２ａの他端とダイオード２２７のカ
ソードは互いに接続されており、その接続ノードはコンデンサ２３１ａおよび２３１ｂそ
れぞれの一端に接続されている。サイダック（登録商標）２３２のカソードと、コンデン
サ２３１ａの他端と、スイッチ２３３の一端２３３ａとは互いに接続されており、その接
続ノードは交流電源２０１の他端に接続されている。スイッチ２３３の他端２３３ｂは、
コンデンサ２３１ｂの他端と接続されている。
【００７７】
　トランス２２２の２次側を構成する第２コイル２２２ｂの一端は、第１放電部２１の放
電電極接点２１ｅに接続されており、第２コイル２２２ｂの他端は、第１放電部２１の誘
導電極接点２１ｆと、ダイオード２２９のカソードと、ダイオード２３０のアノードにそ
れぞれ接続されている。ダイオード２２９のアノードは、切換リレー２２３の一方の選択
端子２２３ａに接続されており、ダイオード２３０のカソードは、切換リレー２２３の他
方の選択端子２２３ｂに接続されている。トランス２２２の２次側を構成する第３コイル
２２２ｃの一端は、第２放電部２２の放電電極接点２２ｅに接続されており、第３コイル
２２２ｃの他端は、第２放電部２２の誘導電極接点２２ｆと、ダイオード２２８のアノー
ドにそれぞれ接続されている。切換リレー２２３の共通端子２２３ｃとダイオード２２８
のカソードが互いに接続されており、その接続ノードは、抵抗２２５を介して、交流電源
２０１の他端に接続されている。
【００７８】
　このように構成してなる電圧印加回路２０Ｂにおいて、空気調節装置１００が予測浄化
モードでなく、かつ、イオン発生装置１０の駆動モードがクリーンモードにあるとき、ス
イッチ２３３は閉じられ、切換リレー２２３は選択端子２２３ａが選択される。この場合
、第１放電部２１の放電電極２１ａと誘導電極２１ｂとの間には、正の直流インパルス電
圧が印加され、第２放電部２２の放電電極２２ａと誘導電極接点２２ｂとの間には、負の
直流インパルス電圧が印加される。このような電圧を印加することによって、第１放電部
２１と第２放電部２２との近傍では、コロナ放電が生じ、周辺の空気がイオン化される。
このとき、正の直流インパルスが印加された第１放電部２１の近傍では、プラスイオンで
あるＨ+（Ｈ2Ｏ）mが発生し、負の直流インパルスが印加された第２放電部２２の近傍で
は、マイナスイオンであるＯ2

-（Ｈ2Ｏ）n（ｍ，ｎは０または任意の自然数）が発生する
。
【００７９】
　このように、切換リレー２２３で選択端子２２３ａを選択すれば、第１放電部２１から
プラスイオンを、第２放電部２２からマイナスイオンを、ほぼ同等量発生させることがで
きる。したがって、正負イオンを空気中の浮遊細菌等に付着させ、その際に生成される活
性種の過酸化水素（Ｈ2Ｏ2）および／または水酸基ラジカル（・ＯＨ）の分解作用をもっ
て、浮遊細菌を除去することが可能となる。
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【００８０】
　一方、空気調節装置１００が予測浄化モードにある場合には、スイッチ２３３は開かれ
、切換リレー２２３は選択端子２２３ａが選択される。この場合、コンデンサ２３１ａに
のみ蓄電されるため、サイダック（登録商標）２３２に印加される電圧が所定のしきい値
に達するまでの時間が早くなる。このため、第１放電部２１に印加される正の直流インパ
ルス電圧と、第２放電部２２に印加される負の直流インパルス電圧の放電頻度が上昇する
。このため、第１放電部２１ではより多くの正イオンが生成され、第２放電部２２ではよ
り多くの負イオンが生成される。
【００８１】
　空気調節装置１００が予測浄化モードでなく、かつ、イオン発生装置１０の駆動モード
がイオンコントロールモードにあるとき、スイッチ２３３は閉じられ、切換リレー２２３
は選択端子２２３ｂが選択される。
【００８２】
　この場合、第１放電部２１および第２放電部２２には、いずれも負の直流インパルス電
圧が印加されることになる。このような負の直流インパルス電圧が印加されると、第１放
電部２１および第２放電部２２の近傍では、いずれもマイナスイオンであるＯ2

-（Ｈ2Ｏ
）n（ｎは０または任意の自然数）が発生する。
【００８３】
　このように、切換リレー２２３で選択端子２２３ｂを選択すれば、第１放電部２１およ
び第２放電部２２の双方から、マイナスイオンのみを発生させることができる。したがっ
て、イオンバランスを調整してマイナスイオンが多価である状態を作り出し、リラクゼー
ション効果を高めることが可能となる。
【００８４】
　次に、汚れ度について説明する。図１４は、第１の実施の形態における空気調節装置１
００で用いられる汚れ度評価テーブルの一例を示す図である。この汚れ度評価テーブルは
、空気調節装置１００の制御部１５０が有する読出専用メモリ（ＲＯＭ）に予め記憶され
ているものである。
【００８５】
　図１４を参照して、汚れ度評価テーブルは、ニオイセンサ出力レベル、ホコリセンサ出
力レベル、両センサ加算値および汚れ度を対応付けて記憶するテーブルである。本実施の
形態においては、ニオイセンサ１５４の出力レベルを０～３とし、ホコリセンサ１５３の
出力レベルを０～３としている。それぞれ４段階でニオイの量およびホコリの量を出力す
る。ニオイセンサ出力レベルは、値が大きいほど空気中のニオイを発生する物質量が多い
ことを示し、ホコリセンサ出力レベルは、値が大きいほど空気中のホコリの量が多いこと
を示す値である。加算値は、ニオイセンサ出力レベルとホコリセンサ出力レベルとの和で
ある。加算値は、０～６の間の値である。
【００８６】
　ニオイセンサ出力レベルとホコリセンサ出力レベルとに汚れ度が対応付けられている。
加算値が同じ値であっても、汚れ度が異なる場合がある。たとえば、ニオイセンサ出力レ
ベルが１で、ホコリセンサ出力レベルが２の場合に加算値は３となり、汚れ度は１が対応
付けられている。一方、ニオイセンサ出力レベルが３でホコリセンサ出力レベルが０のと
きは、加算値は３となるにもかかわらず、汚れ度は２が対応付けられている。これは、ニ
オイセンサ出力レベルが最もニオイを発生する物質量が多いことを示す３となっているた
め、この場合は、汚れ度を１とするのではなく、２とするように対応付けている。
【００８７】
　図では、クリーンサインランプの表示色を汚れ度に対応して示している。すなわち、汚
れ度が０の場合には、クリーンサインランプ１１４は緑色で点灯し、汚れ度が１の場合に
は、クリーンサインランプ１１４は橙色で点灯し、汚れ度が２の場合にはクリーンサイン
ランプ１１４は赤色で点灯する。なお、図中未検出モードとあるのは、ニオイセンサ１５
４とホコリセンサ１５３の出力レベルが安定するまで間のモードである。この間、汚れ度
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が決定されないために未検出モードとしている。この場合、クリーンサインランプ１１４
は、緑色、橙色、赤色の順に点灯した後、赤色、橙色、緑色の順に点灯する。この色を変
化させる点灯表示を繰返す。このように、クリーンサインランプ１１４が色を変化させて
点灯することにより、汚れ度が未だ評価されていないことをユーザに報知することができ
る。
【００８８】
　なお、ここでは、汚れ度を０、１、２の３つのレベルとしたが、汚れ度はこれに限定さ
れることなく、これより多い汚れ度を設定してもよく、またこれより少ない２つのレベル
としてもよい。また、本実施の形態においては、ニオイセンサ１５４とホコリセンサ１５
３との２つのセンサの出力値に基づき汚れ度を検出するようにしたが、いずれか一方のセ
ンサ出力を用いて汚れ度を検出するようにしてもよい。
【００８９】
　図１５は、第１の実施の形態における空気調節装置１００で実行される運転モード決定
処理の流れを示すフローチャートである。運転モード決定処理は、空気調節装置１００の
制御部１５０で実行される処理である。図１５を参照して、運転モード決定処理では、ホ
コリセンサ１５３およびニオイセンサ１５４の出力レベルに基づき上述した汚れ度評価テ
ーブルを用いて汚れ度が検出される（ステップＳ０１）。そして、検出された汚れ度に基
づいて、室内の空気が汚れているか否かが判断される（ステップＳ０２）。汚れていると
判断された場合にはステップＳ０３に進み、そうでない場合にはステップＳ０８に進む。
ステップＳ０２において、汚れていると判断する場合には、ステップＳ０１で検出された
汚れ度が１以上の場合に汚れていると判断する。
【００９０】
　次のステップＳ０３では、温度センサ１５１および湿度センサ１５２の出力値が取得さ
れる。そして、ステップＳ０４において、取得された温度センサの出力値が２５℃以上で
あり、かつ、湿度センサの出力値が７０％以上であるか否かが判断される。温度センサの
出力値および湿度センサの出力値が上記条件を満たしている場合にはステップＳ０６に進
み、そうでない場合にはステップＳ０５に進む。ステップＳ０４における判断は、室内の
空気の状態が、カビが発生しやすい状態にあるか否かを判定するものである。したがって
、温度のしきい値２５℃および湿度のしきい値７０％は、これに限定されることなく、こ
れらに近い値であればよい。
【００９１】
　ステップＳ０５では、ステップＳ０３で取得された温度センサの出力値が１８℃以下で
あり、かつ、湿度センサの出力値が４０％以下であるか否かが判断される。温度センサの
出力値および湿度センサの出力値が上述の条件を満たす場合にはステップＳ０６に進み、
そうでない場合にはステップＳ０７に進む。ステップＳ０５における判定は、室内の空気
がインフルエンザウイルスが繁殖しやすい状態にあるか否かを判定するものである。した
がって、温度のしきい値１８℃および湿度のしきい値４０％はこれに限定されることなく
、これに近い値であればよい。
【００９２】
　ステップＳ０６では、空気調節装置１００の運転モードが、予測浄化モードかつクリー
ンモードに設定される。これにより、イオン発生装置１０からは、多くの量の正負イオン
が発生されることになる。この場合、表示部１０３においては、予測浄化中ランプ１１３
が点灯し、クラスタイオンランプ１１５が青色で点灯する。
【００９３】
　一方、ステップＳ０７では、予測浄化モードには設定されず、クリーンモードに設定さ
れる。これにより、イオン発生装置１０からは、ステップＳ０６で設定された運転モード
で発生されるよりも少ない通常の量の正負イオンが発生される。表示部１０３の表示は、
予測浄化中ランプ１１３が消灯し、クラスタイオンランプ１１５が青色で点灯する。
【００９４】
　一方、ステップＳ０２において、室内の空気が汚れていないと判断された場合には、ス
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テップＳ０８に進む。ステップＳ０８では、温度センサ１５１と湿度センサ１５２の出力
値が取得される。このステップは、ステップＳ０３で行なわれる処理と同様の処理である
。
【００９５】
　ステップＳ０９は、ステップＳ０４と同じ処理であり、ステップＳ０８で取得された温
度センサ１５１および湿度センサ１５２の出力値を用いて、温度が２５℃以上かつ湿度が
７０％以上であるか否かが判断される。温度および湿度が条件を満たす場合にはステップ
Ｓ１１に進み、そうでない場合にはステップＳ１０に進む。
【００９６】
　ステップＳ１０は、上述したステップＳ０５と同じ処理である。温度が１８℃以下かつ
湿度が４０％以下の条件を満たす場合にはステップＳ１１へ進み、そうでない場合にはス
テップＳ１２へ進む。
【００９７】
　ステップＳ１１では、空気調節装置１００の運転モードが、予測浄化モードかつクリー
ンモードに設定される。この運転モードは、ステップＳ０６で設定される運転モードと同
じである。この場合には、室内の空気が、カビが発生しやすい状態またはインフルエンザ
ウイルスが発生しやすい状態のいずれかにある場合である。このような場合には、イオン
発生装置１０から正負イオンを発生させ、かつ、その発生させる正負イオンの量を通常の
量よりも多くする。
【００９８】
　一方ステップＳ１２では、空気調節装置１００の運転モードがイオンコントロールモー
ドに設定される。ステップＳ１２に進む場合には、室内の空気が汚れておらず、かつ、室
内の空気の状態が、カビが発生しやすい状態でもなく、インフルエンザウイルスが繁殖し
やすい状態でもない。この場合には、室内の空気中にカビやインフルエンザウイルスが存
在する確率が低いため、イオン発生装置１０では正負イオンを発生するのではなく、負イ
オンを正イオンよりも多く発生させる。表示部１０３の表示は、予測浄化中ランプ１１３
が消灯し、クラスタイオンランプ１１５が緑色で点灯する。
【００９９】
　制御部１５０では、ステップＳ０６、Ｓ０７、Ｓ１１、Ｓ１２において、それぞれの運
転モードに従って、電圧駆動回路２０を制御する。電圧駆動回路２０は、制御部１５０に
より制御されて、運転モードに従って定まる駆動電圧をイオン発生装置１０に印加する。
【０１００】
　イオン発生装置１０は、放電頻度の高い電圧パルスが印加されると、発生するイオンの
量が多い。また、印加する電圧パルスのデューティ比を変化させることによっても、イオ
ン発生装置１０から発生する正負イオンの量を制御することもできる。イオン発生装置１
０は、印加される電圧パルスの周期を一定にした条件では、デューティが５０％の場合よ
りも１００％の場合の方が発生するイオンの量が多い。電圧駆動回路２０は、デューティ
を変化させることにより、イオン発生装置１０から発生される正負イオンの量を制御する
ことができる。
【０１０１】
　図１６は、第１の実施の形態における空気調節装置１００の運転モードとファンモータ
出力およびイオン発生装置１０に印加される電圧との関係を示す図である。ここでは、イ
オン発生装置１０に印加される電圧は、デューティを変化させる場合を例に示している。
図１６を参照して、運転モードが予測浄化モードにある場合を●印で示し、予測浄化モー
ドにない場合を×印で示している。また、クリーンモードとイオンコントロールモードと
をイオンモードの欄に記載している。すなわち、本実施の形態における空気調節装置１０
０においては、運転モードには、予測浄化モードにない場合のクリーンモードと、予測浄
化モードにある場合のクリーンモードと、予測浄化モードにない場合のイオンコントロー
ルモードとの３つのモードがある。
【０１０２】
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　予測浄化モードにある場合には、室内の空気がカビが発生しやすい第１の状態とインフ
ルエンザウイルスが繁殖しやすい第２の状態との場合である。クリーンモードとイオンコ
ントロールモードとの違いは、クリーンモードの場合にはイオン発生装置１０から発生す
るイオンは、正負イオンであり、イオンコントロールモードの場合にイオン発生装置１０
から発生するイオンは負イオンが正イオンよりも多くなる。また、クリーンモードにある
場合であっても、予測浄化モードにある場合には正負イオンの発生量が予測浄化モードに
ない場合よりも多く発生する。
【０１０３】
　本実施の形態におけるイオン発生装置１０で発生するイオンの量は、空気中に占める正
負イオンの割合を言い、ファンモータ出力と関係する。ここでは、ファンモータ出力を風
量で示し、その風量を風量１から風量６の６レベルに分類している。風量１よりも風量６
の方が風速が速い。
【０１０４】
　また、印加する電圧デューティが大きくなると、発生する放電音も大きくなるため、フ
ァンモータの出力が小さく、風切り音が小さい場合には、イオン発生装置から発生する放
電音も小さい方が好ましく、ファンモータの出力に応じて、印加される電圧デューティを
変えることで、製品全体として静かな運転を実現することが可能となる。
【０１０５】
　風速が遅い場合には、イオン発生装置１０上を通過する空気の量が少なくなる。このた
め、イオン発生装置１０が実際に空気をイオン化する量が少なくても、イオン濃度は高く
なる。このため、風量６でデューティ５０％におけるイオン濃度よりも、風量１でデュー
ティ２０％におけるイオン濃度の方が高くなる。したがって、予測浄化モードにある場合
の風量１およびデューティ２０％におけるイオン濃度の方が、予測浄化モードになく、か
つ、クリーンモードにある場合の風量６およびデューティ５０％におけるイオン濃度より
も大きくなる。したがって、予測浄化モードにおけるイオン発生量は、予測浄化モードに
ない場合のそれよりも大きくなる。
【０１０６】
　また、風速が遅い場合には、風切り音も小さく、全体の運転音を小さくするためには、
イオン発生装置が発生する放電音も小さい方が好ましく、電圧デューティは小さい方がよ
い。逆に風速が速い場合には、風切り音も大きくなるので、イオン発生装置が発生する放
電音が大きくとも、全体の運転音に与える影響は小さく気にならない。従って、風量５ま
たは６でデューティ１００％とすることで、製品全体の運転音に大きな影響を与えること
なく、静音性も実現した上で、所望のイオン濃度をも実現することになる。
【０１０７】
　なお、図１６では、クラスタイオンランプ１１５の表示態様もそれぞれのモードに合せ
て示している。すなわち、予測浄化モードにない場合のクリーンモードにおいては、クラ
スタイオンランプ１１５は青色で点灯する。また、予測浄化モードであり、かつ、クリー
ンモードにある場合には、クラスタイオンランプ１１５が５秒周期でゆっくり青色の点滅
を繰返す。クラスタイオンランプ１１５が青色で点滅することにより、予測浄化モードの
運転が行なわれていることを表示することができる。
【０１０８】
　予測浄化モードになく、イオンコントロールモードにある場合には、クラスタイオラン
プ１１５は、緑色で点灯する。
【０１０９】
　以上説明したように本実施の形態における空気調節装置１００においては、室内の空気
の状態が、カビが発生しやすい状態（ステップＳ０４またはステップＳ０９でＹＥＳ）の
場合、または、インフルエンザウイルスが発生しやすい状態（ステップＳ０５またはステ
ップＳ１０でＹＥＳ）の場合には、通常の発生量よりも多い正負イオンを発生させる。こ
のため、カビやインフルエンザウイルス等の細菌が繁殖しやすい状態では、正負イオンを
多く発生させてカビやインフルエンザウイルス等の細菌を殺菌する効果を高めることがで
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きる。
【０１１０】
　また、本実施の形態における空気調節装置１００は、室内の空気がカビが発生しやすい
状態にない場合（ステップＳ０４でＮＯ）であり、かつ、インフルエンザウイルスが繁殖
しにくい状態（ステップＳ０５でＮＯ）にある場合には、イオン発生装置１０から通常量
の正負イオンを発生させる。このため、空気中の室内に浮遊細菌が繁殖しやすい状態にな
っていない場合であっても、浮遊細菌を殺菌することができる。このため、室内の浮遊細
菌をさらに殺菌することができる。また、イオン発生装置１０に印加される電圧は、放電
頻度の低い電圧パルスまたはデューティの小さいパルスが印加されるため、消費電力が少
なくなるとともに放電音も小さくなる。
【０１１１】
　さらに、イオン発生装置１０は、室内が汚れていなく（ステップＳ０２でＮＯ）、かつ
、カビが繁殖しない状態（ステップＳ０９でＮＯ）あり、かつ、インフルエンザウイルス
が繁殖しない状態（ステップＳ１０でＮＯ）にある場合には、正イオンよりも負イオンを
多く発生するイオンコントロールモードに設定される。このため、室内の負イオンの濃度
が向上するため、人をリフレッシュさせる効果がある。このため、室内の空気が汚れてお
らず、浮遊細菌が繁殖しにくい環境にある場合には、人に快適な環境を作り出すことが可
能となる。
【０１１２】
　また、本実施の形態における空気調節装置１００を、室内の空気が汚れているときには
（ステップＳ０２でＹＥＳ）、運転モードがクリーンモードに設定される（ステップＳ０
６またはステップＳ０７）。このため、イオン発生装置１０からは正負イオンが発生され
る。室内の空気が汚れている場合には浮遊細菌が含まれる可能性が高い。このため、正負
イオンを発生させることにより、空中に含まれる浮遊細菌を効率的に殺菌することができ
る。
【０１１３】
　さらに、室内が汚れており（ステップＳ０２でＹＥＳ）、かつ、カビが発生しやすい状
態（ステップＳ０４でＹＥＳ）または、インフルエンザウイルスが発生しやすい状態（ス
テップＳ０５でＹＥＳ）にあるときは、発生する正負イオンの量を増加させる。このため
、室内の状態がカビが発生しやすい状態またはインフルエンザウイルスが繁殖しやすい状
態にあるときに、正負イオンの量を増加させるために、効率的に浮遊細菌を殺菌すること
ができる。また、所定の状態にあるときのみ放電頻度の高いまたはデューティの大きい電
圧パルスがイオン発生装置１０に印加されるため、常に放電頻度の高いまたはデューティ
の大きい電圧パルスを印加しておく必要はなく、イオン発生装置１０の消費電力を少なく
することができる。さらに、イオン発生装置１０は、放電頻度の高いの電圧パルスが印加
されると、放電頻度の低い電圧パルスが印加される場合に比べて発生する音が大きくなる
。このため、所定の状態にあるときのみ放電頻度の高い電圧パルスを印加するようにした
ので、騒音が出るのをできるだけ防止することができる。
【０１１４】
　イオン発生装置１０は、放電頻度の高い電圧パルスまたはデューティの大きい電圧パル
スが印加されると、放電頻度の高い電圧パルスまたはデューティの大きな電圧パルスが印
加される場合に比べて劣化速度が速い。このため、イオン発生装置１０には、放電頻度の
高い電圧パルスまたはデューティの大きな電圧パルスが常に印加されることがないので、
イオン発生装置１０を長期間使用することが可能となる。
【０１１５】
　本実施の形態においては、イオン発生装置１０を備えた空気調節装置１００について説
明したが、イオン発生装置１０を、除湿機能を備えた除湿器に適用するようにしてもよい
。除湿器は、室内の湿度が高くなると除湿して、室内の湿度を所定の湿度に維持する。こ
のため、カビが発生しやすい状態またはインフルエンザウイルスが発生しにくい湿度に維
持するように室内の湿度を調整すれば、除湿器による空気の除湿とイオン発生装置１０に
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より発生される正負イオンとの相乗効果により、室内の空気をカビが発生しにくい状態、
または、インフルエンザウイルスが発生しにくい状態とすることができる。たとえ室内の
状態が、カビが発生しやすい状態となったとしても、除湿器による除湿で湿度を低くする
ことによる繁殖の防止と、イオン発生装置１０から発生する正負イオンとでカビを効率的
に殺菌することができる。
【０１１６】
　また、除湿器に代えて、加湿機能を有する加湿器とするようにしてもよい。加湿器は、
除湿器とは逆に、室内の湿度を高めるものである。このため、室内の湿度が下がりインフ
ルエンザウイルスが発生しやすい状態となったとしても、加湿器により加湿されるためイ
ンフルエンザウイルスが繁殖しにくい環境とすることによる繁殖の防止と、イオン発生装
置１０から発生する正負イオンとでインフルエンザウイルスを効率的に殺菌することがで
きる。
【０１１７】
　さらに、イオン発生装置１０を、室内の空気を冷やしたり、暖めたりする冷暖房機能を
有する空気調和器等に適用するようにしてもよい。空気調和器は、室内の空気を暖めたり
冷やしたりすることにより、カビが発生しにくい温度にしたり、インフルエンザウイルス
が繁殖しにくい温度に室内の温度を調整することが可能である。このため、室内の状態が
カビやウイルスが繁殖しやすい状態となったとしても、冷暖房機能により温度を調整する
ことによりカビやインフルエンザウイルスが繁殖しにくい環境とすることによる繁殖の防
止と、イオン発生装置１０から発生する正負イオンとでカビやインフルエンザウイルスを
効率的に殺菌することができる。
【０１１８】
　さらに、除湿器、加湿器、暖房装置、冷房装置を組合せた空気調和器にイオン発生装置
１０を適用するようにしてもよい。
【０１１９】
　本実施の形態においては、所定の状態を、温度と湿度とで定まる室内の空気の状態とし
、カビ菌が繁殖しやすい温度と湿度とで定まる第１の状態と、ウイルスが繁殖しやすい温
度と湿度とで定まる第２の状態とを含むとして説明した。また、第１の状態を、温度が２
５℃以上で湿度が７０％以上の状態とし、第２の状態を、温度が１８℃以下で湿度が４０
％以下の状態とした。しかしながら、第１の状態と第２の状態は、これに限定されること
なく、第１の状態は、カビ菌が繁殖しやすい温度と湿度とで定まる状態であればよく、第
２の状態は、ウイルス、たとえばインフルエンザウイルスが繁殖しやすい温度と湿度とで
定まる状態であればよい。
【０１２０】
　図１７は、所定の状態の一例を示す図である。図を参照して、縦軸に温度を、横軸に湿
度をとり、温度と湿度とで定まる領域を示している。第１の状態は、温度が１３℃以上で
湿度が７０％以上の領域を含む。第２の状態は、温度が１３℃以下で湿度が０％以上１０
０％以下の領域と、温度が１３℃以上２４℃以下で湿度が０％以上４０％以下の領域と、
温度が２４℃以上３４℃以下で湿度が０％以上２５％以下の領域とを含む。
【０１２１】
　したがって、第１の状態は、温度が２５℃（第１の温度）以上で湿度が７０％（第１の
湿度）以上の領域を含む。また第２の状態は、温度が１８℃（第２の温度）以下で湿度が
４０％（第２の湿度）以下の領域を含む。第２の温度は第１の温度よりも低く、第２の湿
度は第１の湿度よりも低い。
【０１２２】
　図１７に示す所定の状態を用いる場合に、図１５に示した運転モード決定処理において
は、ステップＳ０４またはステップＳ０９においては、温度と湿度とで定まる室内の空気
の状態が第１の状態にあるか否かを判定し、第１の状態にある場合に真と判定し、そうで
ない場合に偽と判定する。また、ステップＳ０５またはステップＳ１０においては、温度
と湿度とで定まる室内の空気の状態が第２の状態にあるか否かを判定し、第２の状態にあ
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る場合に真と判定し、そうでない場合に偽と判定する。
【０１２３】
　[第２の実施の形態]
　上述した第１の実施の形態における空気調節装置１００では、図１５に示した運転モー
ド決定処理が実行されると、予測浄化モードとするか否かが自動的に決定された。第２の
実施の形態における空気調節装置１００Ａにおいては、運転モードを予測浄化モードとす
るか否かを、ユーザが選択できるようにしたものである。このため、第２の実施の形態に
おける空気調節装置１００Ａは、運転モードを予測浄化モードに切換えるための予測浄化
モード運転スイッチを備えている。さらに、室内の空気の状態が予測浄化モードでの運転
に適した状態であることをユーザに告知する機能を有している。以下、第１の実施の形態
における空気調節装置１００と異なる点を説明する。
【０１２４】
　図１８は、第２の実施の形態における空気調節装置１００Ａの外観を示す図である。第
２の空気調節装置１００Ａは、中央パネル１０２上部に告知ランプ３０１を備え、上面パ
ネル１０４に予測浄化モード運転スイッチ３０３を備えている。
【０１２５】
　告知ランプ３０１は、室内の空気の状態が、上述した第１の状態または第２の状態とな
った場合に点灯または点滅するランプである。これにより、室内の空気の状態が、第１の
状態または第２の状態にあることをユーザに知らせることができる。なお、告知ランプ３
０１は、たとえば、液晶表示装置、陰極線管（ＣＲＴ）、エレクトロルミネッセンス等の
表示装置、または、スピーカ、ブザー等の音出力装置であってもよい。さらに表示装置と
音出力装置とを組合せるようにしてもよい。表示装置を用いる場合には、室内の空気の状
態が第１の状態または第２の状態にあることを表示するためのメッセージとして、「カビ
が繁殖しやすい状態です」、「ウイルスが繁殖しやすい状態です」を表示したり、予測浄
化モード運転スイッチの操作を促すためのメッセージとして、たとえば「予測浄化モード
運転スイッチを押してください」等を表示するようにしても良い。音発生装置を用いる場
合には、上述したメッセージを音声出力させたり、警告音（メロディーを含む）を出力す
るようにしてもよい。さらに、告知ランプ３０１は、空気調節装置１００Ａ自体に設ける
ことに加えて、または、それとは別に、リモートコントローラ１３０に設けるようにして
もよい。
【０１２６】
　予測浄化モード運転スイッチ３０３は、室内の空気の状態が第１の状態または第２の状
態にある場合に、ユーザによる操作を受付るための入力スイッチである。ユーザの操作が
受付けられると、空気調節装置１００Ａは、予測浄化モードでの運転を開始する。なお、
予測浄化モード運転スイッチ３０３は、空気調節装置１００Ａ自体に設けることに加えて
、または、それとは別に、リモートコントローラ１３０に設けるようにしてもよい。
【０１２７】
　図１９は、第２の実施の形態における空気調節装置１００Ａで実行される運転モード決
定処理の流れを示すフローチャートである。運転モード決定処理は、空気調節装置１００
Ａの制御部１５０で実行される処理である。図１９に示す運転モード決定処理は、図１５
で示した第１の実施の形態における空気調節装置１００で実行される運転モード決定処理
と異なるところは、ステップＳ０５とステップＳ０６との間に、新たなステップＳ０５Ａ
およびステップＳ０５Ｂを追加した点と、ステップＳ１０ステップＳ１１との間に新たな
ステップＳ１０ＡおよびステップＳ１０Ｂを追加した点である。ステップＳ０１～ステッ
プＳ０５までの処理、ステップＳ０８～ステップＳ１０までの処理は、図１５で説明した
のと同様であるので、ここでは説明を繰返さない。
【０１２８】
　ステップＳ０４またはステップＳ０５でＹＥＳと判定された場合には、ステップＳ０５
Ａに進む。すなわち、ステップＳ０５Ａに進むのは、温度と湿度とで定まる室内の空気の
状態が第１または第２の状態にある場合である。
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【０１２９】
　ステップＳ０５Ａでは、告知ランプ３０１を点灯または点滅する。これにより、室内の
空気の状態が第１の状態または第２の状態にあることがユーザに知らされる。
【０１３０】
　次のステップＳ０５Ｂでは、予測浄化モード運転スイッチ３０３が、ユーザによる操作
されたか否かを判定する。ユーザによる操作が検出されると、ステップＳ０６に進み、そ
うでない場合はステップＳ０７に進む。
【０１３１】
　一方、ステップＳ０９またはステップＳ１０でＹＥＳと判定された場合には、ステップ
Ｓ１０Ａに進む。すなわち、ステップＳ１０Ａに進むのは、温度と湿度とで定まる室内の
空気の状態が第１または第２の状態にある場合である。
【０１３２】
　ステップＳ１０Ａの処理は、ステップＳ０５Ａの処理と同様であり、告知ランプ３０１
を点灯または点滅する。これにより、室内の空気の状態が第１の状態または第２の状態に
あることがユーザに知らされる。
【０１３３】
　次のステップＳ１０Ｂは、ステップＳ０５Ｂの処理と同様であり、予測浄化モード運転
スイッチ３０３が、ユーザによる操作されたか否かを判定する。ユーザによる操作が検出
されると、ステップＳ１１に進み、そうでない場合はステップＳ１２に進む。
【０１３４】
　このように、第２の実施の形態における空気調節装置においては、告知ランプ３０１を
点灯または点滅することにより、室内の空気の状態が第１の状態または第２の状態にある
ことを、ユーザに告知する。そして、予測浄化モード運転スイッチ３０３によるユーザの
指示を待って、運転モードを予測浄化モードかつクリーンモードに設定する。運転モード
が予測浄化モードの場合には、イオン発生装置１０からは、通常状態より多くの量の正負
イオンが発生されることになる。また、表示部１０３においては、予測浄化中ランプ１１
３が点灯し、クラスタイオンランプ１１５が青色で点灯する。
【０１３５】
　上述したように第２の実施の形態における空気調節装置１００Ａでは、室内の空気の状
態が第１の状態または第２の状態にある場合に、ユーザの指示を待って、運転モードを予
測浄化モードかつクリーンモードに設定するようにした。空気調節装置１００Ａの運転モ
ードが、予測浄化モードかつクリーンモードの場合には、他の運転モードに比べてイオン
発生装置１０の消費電力が多く、発生する音が大きく、劣化速度が速い。このため、ユー
ザが所望する場合に、空気調節装置１００Ａの運転モードを予測浄化モードに設定するよ
うにしたので、ユーザは、消費電力の節約し、消音運転にし、イオン発生装置１０のライ
フサイクルを長期化させるか、カビ菌またはウイルスの繁殖を防止するかを選択すること
ができる。
【０１３６】
　なお、第１または第２の実施の形態における空気調節装置１００，１００Ａでは、運転
モードが予測浄化モードかつクリーンモードにある場合、すなわち、室内の空気の状態が
第１の状態または第２の状態にある場合（第２の実施の形態における空気調節装置１００
Ａにあっては、さらにユーザの指示があった場合）に、他の運転モードに比べてイオン発
生装置１０のイオン発生量を多くした。これに代えて、運転モードが予測浄化モードかつ
クリーンモードにある場合にイオン発生装置１０を駆動してイオンを発生させ、他の運転
モード（通常の場合）にある場合にはイオン発生装置１０を駆動せずにイオンを発生させ
ないように制御してもよい。この場合には、室内の空気の状態が第１の状態または第２の
状態にある場合（第２の実施の形態における空気調節装置１００Ａにあっては、さらにユ
ーザの指示があった場合）にだけイオンが発生するので、浮遊細菌を効率的に殺菌するこ
とができる。また、室内の空気の状態が浮遊細菌の繁殖しやすい場合にだけイオン発生装
置１０を駆動すればよいので、イオン発生装置１０の駆動制御が容易となるとともに、消
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費電力を節約し、消音運転にし、イオン発生装置１０のライフサイクルを長期化させるこ
とができる。
【０１３７】
　次に以上説明した実施形態における変形例や特徴点等を以下に列挙する。
【０１３８】
　（１）　室内の浮遊細菌を効率的に殺菌するため、カビ菌やインフルエンザウイルスが
繁殖するのを防止するため、消費電力を少なくするため、室内の浮遊細菌を殺菌するとと
もに人に快適な環境を作り出すため、または、浮遊細菌を効率的に殺菌することが可能な
空気調節装置を提供するために、イオン発生装置は、イオン発生手段と、温度を検出する
温度検出手段と、湿度を検出する湿度検出手段とを備え、温度検出手段により検出された
温度検出結果と、湿度検出手段により検出された湿度検出結果とに基き、イオン発生手段
の制御を行なう。
【０１３９】
　このイオン発生装置は、温度検出結果と湿度検出結果とに基き、イオン発生手段が制御
される。このため、温度および湿度に応じてイオンを発生するので、浮遊細菌を効率的に
殺菌することが可能なイオン発生装置を提供することができる。
【０１４０】
　（２）　温度検出結果および／または湿度検出結果を告知する状態告知手段と、イオン
発生手段の制御を開始する指示を受付ける指示受付手段とをさらに備え、イオン発生手段
は、指示受付手段による指示受付に応じて、制御を開始することを特徴とする。
【０１４１】
　イオン発生手段は、指示受付手段による指示受付に応じて、制御を開始するので、ユー
ザが所望する場合に、イオン発生手段を制御させることができる。
【０１４２】
　（３）　イオン発生手段の制御は、イオン発生量を制御する。
【０１４３】
　温度および湿度に応じた量のイオンを発生するので、浮遊細菌を効率的に殺菌すること
が可能なイオン発生装置を提供することができる。
【０１４４】
　（４）　イオン発生装置は、イオンを発生するイオン発生手段と、室内の温度と湿度と
を検出する温湿度検出手段と、温湿度検出手段により検出された室内の状態が所定の状態
にあるときに、イオン発生手段を制御して通常状態より多くイオンを発生させる制御手段
とを備える。
【０１４５】
　室内の状態が所定の状態にあるときに、イオン発生手段から通常状態より多くのイオン
が発生される。イオンは、空気中に浮遊する細菌を殺菌する効果を有する。所定の状態が
浮遊細菌が繁殖しやすい状態とすれば、浮遊細菌を効率的に殺菌することが可能なイオン
発生装置を提供することができる。
【０１４６】
　また、所定の状態にないときは、イオン発生手段に通常状態における量のイオンを発生
させる。このため、通常状態であっても、浮遊細菌を殺菌することができるので、浮遊細
菌を殺菌することができる。また、イオン発生手段に供給される電力は、発生するイオン
の量が多いほど増加する。このため、通常状態の場合には、少ない消費電力でイオンを発
生させるため、消費電力を極力少なくすることができる。その結果、消費電力を少なくし
たイオン発生装置を提供することができる。
【０１４７】
　（５）　イオン発生手段は、正イオンと負イオンとを発生することを特徴とする。
【０１４８】
　（６）　カビが発生しやすい第１の状態を含む。
【０１４９】
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　カビが発生しやすい第１の状態にあるときに、通常状態より多くイオンが発生される。
イオンは、空気中の浮遊細菌を殺菌する効果を有する。このため、カビ菌が繁殖しやすい
第１の状態において、カビ菌が繁殖するのを防止することが可能なイオン発生装置を提供
することができる。
【０１５０】
　（７）　所定の状態は、温度検出手段により検出された温度が２５℃以上、湿度検出手
段により検出された湿度が７０％以上であることを特徴とする。
【０１５１】
　（８）　所定の状態は、ウイルスが繁殖しやすい第２の状態を含む。
【０１５２】
　ウイルスが繁殖しやすい第２の状態にあるときに、通常状態より多くイオンが発生され
る。このため、ウイルスが繁殖しやすい第２の状態において、ウイルスが繁殖するのを防
止することが可能なイオン発生装置を提供することができる。
【０１５３】
　（９）　室内の汚れを検出するための汚れ検出手段をさらに備え、制御手段は、温湿度
検出手段により検出された室内の状態が所定の状態になく、かつ、汚れ検出手段により所
定の汚れ度が検出されていないときは、イオン発生手段に正イオンよりも負イオンを多く
発生させる。
【０１５４】
　室内の状態が所定の状態になく、かつ、所定の汚れ度が検出されていないときは、正イ
オンよりも負イオンが多く発生される。空気中に正イオンよりも負イオンが多く含まれる
と、人をリフレッシュさせる効果がある。このため、室内がたとえば浮遊細菌が繁殖しや
すい環境になく、かつ、汚れていないときは、人に快適な環境を作り出すことが可能なイ
オン発生装置を提供することができる。
【０１５５】
　（１０）　汚れ検出手段は、ホコリセンサを含む。
【０１５６】
　（１１）　汚れ検出手段は、ニオイセンサを含む。
【０１５７】
　（１２）　イオン発生装置は、イオンを発生するイオン発生手段と、室内の汚れを検出
するための汚れ検出手段と、室内の温度と湿度とを検出する温湿度検出手段とを備え、汚
れ検出手段、温湿度検出手段により検出された室内の状態が所定の状態にあるときは、イ
オン発生手段より発生するイオン量を制御することを特徴とする。
【０１５８】
　汚れ検出手段、温湿度検出手段により検出された室内の状態が所定の状態にあるときは
、イオン発生手段より発生するイオン量を制御する。空気が汚れている場合には、浮遊細
菌が含まれている可能性が高い。たとえば、室内の空気が汚れており、浮遊細菌が繁殖し
やすい環境にあるときに、イオンの発生量を増加させれば、浮遊細菌が繁殖するのを効率
的に防止することができる。
【０１５９】
　（１３）　所定の状態は、第１温度以上かつ第１湿度以上の第１の状態と、第１温度よ
りも低い第２温度以下かつ第１湿度よりも低い第２湿度以下の第２の状態とを含む。
【０１６０】
　この発明に従えば、室内が第１温度以上かつ第１湿度以上の第１の状態または第２温度
以下かつ第２湿度以下の第２の状態にあるときに、発生する正負イオンの量が増加する。
正負イオンは、空気中の浮遊細菌を殺菌する効果を有する。このため、たとえば第１の状
態をカビ菌が繁殖しやすい環境、第２の状態をインフルエンザウイルスが繁殖しやすい環
境となるようにすれば、カビ菌やインフルエンザウイルスが繁殖するのを防止することが
可能なイオン発生装置を提供することができる。
【０１６１】
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　（１４）　制御手段は、汚れ検出手段により検出された汚れ度が所定の値になく、かつ
、温湿度検出手段により検出された室内の状態が所定の状態にないときは、イオン発生手
段に正イオンよりも負イオンを多く発生させる。
【０１６２】
　汚れ度が所定の値になく、かつ、室内の状態が所定の状態にないときは、正イオンより
も負イオンが多く発生される。空気中に正イオンよりも負イオンが多く含まれると、人を
リフレッシュさせる効果がある。このため、室内に浮遊細菌が少なく、繁殖しやすい環境
にない場合には、人に快適な環境を作り出すことができる。
【０１６３】
　（１５）　空気調節装置は、室内の汚れ度を低減するための清浄手段をさらに備える。
【０１６４】
　この発明に従えば、室内の汚れが低減されるので、浮遊細菌の繁殖しにくい環境を作り
出すことができる。このため、浮遊細菌を効率的に殺菌することが可能な空気調節装置を
提供することができる。
【０１６５】
　（１６）　空気調節装置は、室内の湿度を調節するための除加湿手段をさらに備える。
【０１６６】
　室内の湿度が調節されるので、浮遊細菌の繁殖しにくい環境を作り出すことができる。
このため、浮遊細菌を効率的に殺菌することが可能な空気調節装置を提供することができ
る。
【０１６７】
　（１７）　空気調節装置は、室内の温度を調節するための冷暖房手段をさらに備える。
【０１６８】
　この発明に従えば、室内の温度が調整されるので、浮遊細菌の繁殖しにくい環境を作り
出すことができる。このため、浮遊細菌を効率的に殺菌することが可能な空気調節装置を
提供することができる。
【０１６９】
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され
、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図され
る。
【図面の簡単な説明】
【０１７０】
【図１】本発明の第１の実施の形態における空気調節装置の外観を示す図である。
【図２】図１のＡ－Ａ線断面図である。
【図３】第１の実施の形態における空気調節装置の表示部を示す図である。
【図４】第１の実施の形態における空気調節装置の運転モードと表示部の表示内容との関
係を示す図である。
【図５】第１の実施の形態における空気調節装置のリモートコントローラの平面図である
。
【図６】第１の実施の形態における空気調節装置の回路ブロック図である。
【図７】第１の実施の形態におけるイオン発生装置の概略構成を示す図である。
【図８】第１の実施の形態における電圧印加回路の回路図である。
【図９】第１の実施の形態における電圧印加回路から出力される電圧パルスを示す図であ
る。
【図１０】第１の実施の形態における変形された電圧印加回路の回路図である。
【図１１】変形された電圧印加回路から出力される電圧パルスを示す図である。
【図１２】第１の実施の形態におけるイオン発生装置の変形例を示す図である。
【図１３】変形されたイオン発生装置に接続される電圧印加回路の回路図である。
【図１４】第１の実施の形態における空気調節装置で用いられる汚れ度評価テーブルの一
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例を示す図である。
【図１５】第１の実施の形態における空気調節装置で実行される運転モード決定処理の流
れを示すフローチャートである。
【図１６】第１の実施の形態における空気調節の運転モードとファンモータ出力およびイ
オン発生装置に印加される電圧との関係を示す図である。
【図１７】所定の状態の一例を示す図である。
【図１８】第２の実施の形態における空気調節装置の外観を示す図である。
【図１９】第２の実施の形態における空気調節装置で実行される運転モード決定処理の流
れを示すフローチャートである。
【符号の説明】
【０１７１】
　１０，１０Ａ　イオン発生装置、２０，２０ａ，２０ｂ　電圧印加回路、１００，１０
０Ａ　空気調節装置、１０３　表示部、１０５　排出口、１３０　リモートコントローラ
、１５０　制御部、１５１　温度センサ、１５２　湿度センサ、１５３　ホコリセンサ、
１５４　ニオイセンサ、１５５　温度設定手段、１５６　湿度設定手段、３０１　告知ラ
ンプ、３０３　予測浄化モード運転スイッチ。

【図１】 【図２】
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